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線 的世 界 か らモザ イ ク的世 界へ
『四つのゾア』とブレイクの時間
渡 部 　　 充
Blakeの預言詩 『四つのゾア』における時間のあ り方は,そ の空間構造
同様に多層的に入 り組んでお り,難解 を極めている。それは一つには我々
が出来合いでなじみの時間概念をBlakeにあてはめ ようとする為であるが,
そ もそも彼は近代科学によってもたらされた線的で均質的な時間に反抗 し
た詩人で あった。 この小論では 『四つのゾア』 に示 されたBlake独自の
時間のヴィジ ョン及びそれが詩の構成,特 異な技法 との間に持つ密接な関
係 を見ていく。従来,例 えばFryeのような研究者は,草 稿のままに残さ
れた 『四っのゾア』 をしかるべき統一に達 しなか った失敗作 と見な し,1)
作品背後にBlakeの統一された思想 ・象徴体系を想定 し,そ れを恐るべ き
厳密さで再構成す るのであるが,本 論では 『四つのゾア』の現存状態にお
ける混乱 を,Blakeのヴィジョンを最もよく示す不可避のもの と考え,新
たな角度か らこの詩に接近 したい。
1
壮 大 な宇宙 史であ る と同時 に,分 裂 ・堕落 した人間 の内面探 求で もあ り,
また同時代 の科学 ・思想 に対 す る激 しい怒 りの,さ らには失敗挫折 したフ
ランス革 命へ の失望 の書 で もあ る 『四つ の ゾア』 にお いて は,従 って,様
々 な時 間表象が様 々な レヴェルで錯綜 し,さ なが ら時間の.}°/,`リフ ォニー と
な って響 きあ って い る。2)ここでは,そ う した時間表 象の 中で もと りわけ
Blake的な時間,言 い換 えるな らばBlake的永遠の ヴ ィジ ョンを詩 の中 に
見てい こ う。
自身が一つ の宇 宙e人 であ る巨人Albionの四つの ゾアZoaへ の分裂 ・
堕落 と,分 裂 したZoa達 が 彼 ら同様 に 分裂 ・堕落 して しまった時 空 で繰
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り広げる争 いの物語である 『四つのゾア』においては,時 間は,ち ょうど
詩が詩人によって創 られる虚構的な産物であるの と同様に,Blakeの考え
る永遠者達Etemalsによってこの堕落 した世 界を規定する為に創られた,
つ とめて虚構的なるもの として考えられている。時間の枠組はアプ リオリ
に与えられているのではなく,自由に伸び縮みさせ うるもの として描かれ
ている。
Then Eno a daughter of Beulah took a Moment of Time 
And drew it out to Seven thousand years with much care 
                         & affliction 
And many tears & in Every year made windows into Eden 
She also took an atom of space & opend its center 
Into Infinitude & ornamented it with wondrous art 
                               (I 9: 9-13E304-5)3)
こうして第一夜の冒頭で定めちれた時空の枠は,第 九夜のアポカリプスに
至って時の支配者であるLosの手によって崩 される。
        Los his vegetable hands 
Outstretchd his right hand branching out in fibrous Strength 
Siezd the Sun. His left hand like dark roots coverd the Moon 
And tore them down cracking the heavens across from immense 
                               to immense 
Then fell the fires of Eternity with loud & shrill 
Sound of Loud Trumpet thundering along from heaven to heaven 
                            (IX  117  :  6-11  E 386)
この間,堕 落 以前 に想定 され るunityはZoa達のあやふや で,し ば しば
誤 れ る記憶 の中 に牧歌 的イ メー ジを もって描か れ る。 それ は常 に既 に失 わ
れた時,回 想の 中に痕 跡 を留め るにす ぎな いunityであ り,詩 は失わ れた
unityを求め,嘆 き悲 しむZoa達 の声に満 ち満 ちている。彼 らの1amen・
tationこそ詩 の基本 トー ンを定めて いるのだ 。
Blake的な 永遠は こ うしたZoa達 の 回想 の中に のみ求 め られ る他在的
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で無 時間的世 界ではな く,堕 落 し創造 され た時間の 中にあ って,一 瞬 一瞬
の生 を更新 し創造 す る時 間,一 言で言 うな らば"永 遠の今EternalNow"
と呼 び うるもの に求 め られ よ う。 これは,堕 落 した継起 的時間にあ って,
想像 力Losの働 きを通 して実現 され る時 であ り,こ の世 界の時空枠 を超 え
る為 にはLos自らその枠組の 中へ と堕 落 しなければ ならない。 こう して堕
落 した以上 はLosと い えど も数 々の誤 りを犯 し,女 性 的分 身Enitharmon
さらにはSpectreofUrthonaへと二重 三重の分裂 を重ね るのであ るが,
彼が理 性 の化 身た るUrizenとUrizenの世 界に姿 を与 えよ うとハ ンマー を
振 るう瞬 間,時 の創造主 た る本来の姿 を垣 間見せ るので ある。
       [Los] in his hand the thundering 
Hammer of Urthona. forming under his heavy hand the hours 
The days & years. in chains of iron round the limbs of Urizen 
Linkd hour to hour & day to night & night to day & year to year 
In periods of pulsative furor. (IV 52 :  28-53  : 3 E335)
もちろん こ うして創造 されたLosの時 間 も,彼 が堕 落 した存在 であ る以上,
不充分 であ り,Urizenの未来 に対 す る恐 怖 を引 き起 こす継 起 的 な時間
"thelinksoffate"(153:28E336)にとどまるのではあ るが。
ここに不 充分 なが らその原 イメー ジを示 してい たBlake的永遠 は,彼 の
次の作 品 『ミル トン』 にお いて,完 全な イメー ジを与 え られてい る。
Every time less than a pulsation of the artery 
Is equal in its period & value to Six Thousand Years. 
For in this Period the Poets Work is  Done  : and all the Great 
Events of Time start forth & are concieved in such a Period 
Within a  Moment  : a Pulsation of the Artery. 
                        (Milton 28: 62-29 : 3 E 127)
ここではLosのハ ンマーの響 きが,極 めて個人的な心臓の鼓動 と結びつけ
られている。これは時間 と空間の,永 遠 と無限の,時 間と無時間の結節点
であり,4)過去 ・現在 ・未来に渡 る継起的時間(ク ロノス)の 全てが,そ
渡部 充 47
の一瞬 の時(カ イ ロス)に 収斂 し,永 遠 のヴ ィジ ョンを開示 して いる。
For every Space larger than a red Globule of Mans blood 
Is  visionary  : and is created by the Hammer of Los 
And every Space smaller than a Globule of Mans  blood. opens 
Into Eternity of which this vegetable Earth is but a  shadow  :
The red Globule is the unwearied Sun by Los created 
To measure Time and Space to mortal Men. every morning. 
                          (Milton  29  : 19-24E 127)
『四つのゾア』 における転回点 とも言うべき第七夜におけるLosとその
Spectreとの合体の場面の後,こ うした内面世界と外面世界の逆転現象が
起って,永 遠世界がZoa達の 内なるヴィジョンに 開かれる。 それは 第九
夜における時 空世界の全 き崩壊への前奏曲ともなっていると考 えられ よう。
II
『四つのゾア』第九夜は,し か しなが ら,何 ら論理的 ・物語的必然性 も
な く唐突に始まる。Blakeは第八夜で物語の最下点,自 然宗教による世界
支配 を描いた後で,そ こか らアポカリプスへ とつなぐ鎖 をなんら提供 して
いない。現存草稿 も第七夜から第八夜にかけて極めて錯綜 してお り,Blake
自身最終的な形を与え得ないまま放棄 した。今 日,多 くの批評家達が扱い
に頭 を痛める問題部分 となっている所以である。Bloomの述べるように,
『四つのゾア』の構成はBlakeめ想像力を裏切っている。5)第八夜まであ
まりに包括的に同時代までの歴史を描いたが為に,全体 として一種の決定
論,"機械仕掛けのア ポカリプスamachineryofapocalypse"になってい
る。
この機械仕掛けの主たる道具は,Blakeがキリス ト教 より借 りて来た種
々なイメージであ り,また永遠者達である。それ らは物語において,極 め
て御都合主義的に導入 されてお り,因果の支配 しない世界において因果の
パ ロディとして機能 している。6)
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キ リス ト教 におけ る時 間表象 は,言 うまでもな く,明 確 に特定 され た始
ま りと中間 と終 わ りを持つ 直線的 で一 回限 りの歴史 であ る。 これは全 ての
物語 の母体 ともい うべ き物語 で あ り,こ の一見混沌 とした不調和 の世 界に,
神 の下 での究極 的な調和 を持 ち込 もうとす る"fictionsofconcord"であ
る。7)Blakeは,この原物語 に託 して 彼の"fictionsofconcord"を提示 し
よ うとした と言 え よう。数度 にわ たる訂正 ・加 筆 を通 して 『四つ の ゾア』
は ます ます キ リス ト教 的色彩 を濃 くしてゆ くので ある。 第九夜 のアtカ リ
プ スの場面 で は,彼 の想像 力 が聖 書 にいか に 多 くを負 うてい たか が見 て と
れ よ う。
しか し,キ リス ト教 的時間 の重要性 に もかかわ らず,第 九夜 で我 々が 目
にす るのはキ リス ト教 的終末論 にお ける最 後の審判 ではな く,む しろ永遠
に 回帰す る原初 の混沌 と秩 序 の相 互作用 であ り,あ るいはZoa達に よる祭
りの準備 なの である。 この点 に関 してはGallantがEliadeを援用 しっっ
多 くを語 って いる。8)
それ では第九夜 は永遠 回帰神 話の数 あ る変奏 の一 つなのであ ろ うか。事
態 は そ う簡単 で はない。想像 力に対 す る脅威(Deism)を自らの詩の 中に描
き込 む こ とにな ったBlakeにとって,キ リス ト教 にせ よ,回 帰神 話 にせ よ,'
いかな る外 的な力 も有効 な解 決策 とは ならなかった といえ よう。彼 に残 さ
れたのは,今 この一瞬 の確 か さ と,詩 を産み 出す 力であ った。第九夜 にお
け る終末の ヴ ィジ ョンはキ リス ト教 的終末 で もなければ,回 帰神 話 におけ
る原初 の時 で もない。 それはGrimesが論 じる ように"間 にinbetween"
あ る時であ って,"始 ま りにatthebeginning"でも"終 わ りの後 にafter
theend"でもない。9)
III
それでは,こ の始 ま り一 中間一終 わ りといった直線的構成 も,ま たunity
「 への 回帰 といった円環的構成 も とらない10)『四つ の ゾア』は,伝 統に依拠
しなが ら どの伝 統 に も属 さなか った詩 人の 失敗作 と み なすべ きで あ ろ う
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か。彼 の時 間 のヴ ィジ ョンは 『四つの ゾア』 にお いて,何 ら明確 な姿 をと
って いないで あろ うか。最後 に,こ の問題 をBlakeがこの詩 において示 し
た技法 の分 析 を通 して論 じてい く。
『四つ の ゾア』 の技法,語 りの特徴 に関 しては 多 くの研 究があ るが,こ
こではMcNeilの分析 に即 して整理 してお こう。11)彼女 によれば 『四つ の
ゾア』 は,(1)いか なる論理的説 明 も欠いてお り,従 って,お よそ コンテ ク
ス トを持た ない,(2)Zoa達にあってはwil1とactionの,内面 と外面の 区
別 がな され てい ない,(3)物語に は直線 的時間継起 がな く,普 通 の意 味での
因果性 がな い,(4)現在分詞構 文が 多用 されて いて,一 種の永続す る"現 在"
を描 き出 してい る等 の 特徴 を 持っ もので,そ れは 詩 のmimeticmodeに
は属 さず,む しろpre-Homericprimitivismに向か うものであ る。
この文学 史上類 をみ ない特 異な形式の詩 は,あ えて言 うな らば シュー ル
レア リスム の映画 に近 い ものであろ う。 そこには カ ッ トとカ ッ トの間 にな
んの脈絡 もな く;全 体 は夢み る ように動 いて い く。我 々は,it見よLo!"と
い う叫 び とともに次 々 と提示 され る最 もあ りそ うもな いヴィジ ョン を受け
入れなけれ ばな らない。 その上,我 々はただ受動 的にBlake的映画 を"見
る"だ けで な く,積 極 的にその生成 に,い うな らば映画監督 として参加 し
なければな らない であろ う。Bloomが論 じてい るよ うに,12)そこでは外化
された(視 覚化 され た)内 的世 界 と,(二 元論的 に定位 された)外 的世 界
との間の途方 もない混乱 が生 じて いて,我 々の認識論 の変 革 を迫 ってい る
とも言え よ う。
こ うしたBlake的ヴ ィジ ョンはLosとTharmasが 世 界の覇権 をめ ぐ
って争 う第四夜 に よ く見 られ るが,特 に第 九夜 はそ うした映画 的ヴ ィジ ョ
ンの一大ペ ー ジェン トとなってい る。Blakeは彼流の世 界の終末 を描 写 し
てみせ る。
       The tree of Mystery went up in folding flames 
Blood issud out in mighty volumes pouring in whirlpools fierce 
From out the flood gates of the Sky The Gates are burst down pour
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The torrents black upon the Earth the blood pours down incessant 
Kings in their palaces lie drownd Shepherds their flocks their tents 
Roll down the mountains in black torrents Cities Villages 
High spires & Castles drownd in the black deluge Shoal on Shoal 
Float the dead carcases of Men & Beasts driven to & fro on waves 
Of foaming blood beneath the black incessant Sky till all 
Mysterys tyrants are cut off & not one left on Earth 
                             (IX 119:4-13E 388)
死者達は甦 り,圧政に苦しめ られた者たちは立って圧政者達 を糾弾す る。
They shew their wounds they accuse they sieze the opressor 
                                     howlings began 
On the golden palace Songs & joy on the desart the Cold babe 
Stands in the furious air he cries the children of six thousand years 
Who died in infancy rage furious a mighty multitude rage furious 
Naked & pale standing on the expecting air to be deliverd 
                             (IX  123: 5-9E 392)
こ うして,堕 落 した時空世 界の終末 を迎 えたZoa達は,来 たるべ き再生
に備 えて"人 間の種theSeedofMen"を蒔 き,収 穫 までの時 を待 つ。
Then Urizen sits down to rest & all his wearied Sons 
Take their repose on beds they drink they sing they view the flames 
Of Orc in joy they view the human harvest springing up 
A time they give to sweet repose till all the harvest is ripe 
                            (IX  125: 22-25E 394)
その間,Tharmasとその女 性的分 身Enionは影 とな りValaの庭 の夢 の
ヴ ィジョンに戯 れ るの であ るが,や が て収 穫 の時が くる。
Then Urizen sitting at his repose on beds in the bright South 
Cried Times are Ended he Exulted he arose in joy he exulted 
He pourd his light & all his Sons & daughters pourd their light 
                           (IX  131  : 30-32 E 400)
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これ らの描写 には 現在分 詞が 多用 されて い る ばか りでな く,時 の 副詞
"then""now"等が 頻繁 に あ らわれ るが
,こ のこ とはそれ らヴ ィジ ョンが
"今""こ こ"に お いて常に繰 り返 され る永遠 の過程 であ るこ とを示 して
いよ う。WilkieとJohnsonによれば,Blakeは"時 制 の並 列juxtaposi・
tionsofverbtenses"にお いて,ヴ ィジ ョン の内なる永遠の今 と,人 を支
配す る堕落 した時にお け る今 と,曖 昧 な記憶 の 内に とどめ られ た理想 の過
去 とを並 置 してい るの であ る。13)
18世紀の科学,思 想,宗 教に対 して独 自の神話 的世 界 を構築す るこ とで
闘 い を挑 ん だBlakeは,それ ら思想 を支配 して いたユ ー ク リッ ド空間 的な
線型性 に対 して,非 線 型的で奇妙 なまでにね じ曲 った世 界 をモザ イ ク的14)
に示 そ うとした。Kilgoreはこの時期 のBlakeを 論 じて,"acrisisof
disenchantmentwithnarrativeitself"を経験 してい た とす るが,15)そも
そ もBlakeの神話世 界 は直線的語 りとは相容 れな い質 を もつのであ り,線
的 ・継 起的配置か ら立体 的 ・同時的配置 とい う不可能性へ 向かお う とす る
ものであ る。 この方向性 が最 も先鋭的 に現 れ たのが 『四つ の ゾア』 であ り,
結果 として第七夜 か ら第八夜に至 る部分 が完 全に整理 されな いまま終 った
といえ よう。Blakeの時 間のヴ ィジ ョンは,ま さにこの 『四つの ゾア』 の
全体 としての あ り方 に最 もよ く示 され ている。
想像 力=創 造 力の象徴 た るハ ンマー を手 に して,一 瞬の うちに全時 間 を
創 り出すLosはBlakeに とって詩 人の 原イ メー ジであ り,我 々は例 えば
第七夜 のLosと その女性 的分身Enitharmonの姿 に,独 自の彩色版画製作
に打 ち込 むBlakeその人 と妻Catherineの姿 を見て とれ よう。
And first he drew a line upon the walls of shining heaven 
And Enitharmon tincturd it with beams of blushing love 
It remaind permanent a lovely form inspird divinely human 
Dividing into just proportions Los unwearied labourd 
The immortal lines upon the heavens till with sighs of love 
Sweet Enitharmon mild Entrancd breathd forth upon the wind 
 (VIIa  90  :35-40 E 370-1)
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Losがハ ンマー を振 る う一瞬,こ れがBlake的永遠 の ヴィジ ョンで あった。
そ して,こ のLosこ そ,『四つの ゾア』 とい う途方 もない ヴ ィジ ョンの集
大 成に打 ち込 む詩 人の 自画像 に他 な らない。 『四つ の ゾア』 は 自らの生成
につ いて語 る詩 であ り,一 種 の メタポエ トリー としての可能性 をは らんで
いるのだ。
一方 にお いて は 詩 の統一性 に 重 きを 置いて いたBlakeは,伝 統 の うち
に,と りわけ 『四つ のゾア』 以降 はキ リス ト教 の伝統 の うちに,そ の統一
を保証 す る もの を求め たのであ るが,彼 と伝統 とのかかわ りは,そ れ を許
さない もの であ った。 彼は伝 統的 な永遠 表象 に多 くを負 うて いる訳 である
が,そ れ らの どの一つ に も満足 して いた訳 ではない。そ うした道具 立 ては
彼 の時代,急 速 に その本来 の更新力 を失 いつつ あった とい えよ う。詩 人に
残 されたのは,絶 えず更新 して い く"い ま"と い う自己の意識 であ り,こ
の意識 を核 に して,彼 は利用 しうるあ らゆ る象徴,あ らゆ る伝統 を,自 己
の美的産 出の契機 として配 置 して い く。そ うす るこ とで彼は必然 的に 自己
の作 品 を"amachinenyofapocalypse"にして しまったの であ る。
詩 はや は り唐 突に,次 の ような言葉 で終 って いる。
        Urthona rises from the ruinous walls 
In all his ancient strength to form the golden armour of science 
For intellectual War The war of swords departed now 
The dark Religions are departed & sweet Science reigns 
                             (IX 139:7-10E 407)
差 し迫 る戦争が,く知 の戦争intellectualWar"が宣言され,詩 は終ったと
ころで再び新たな 始まりを告げる。これらの詩行は我々を再び 『四つのゾ
ア』の混沌 とした世界に差 し戻すのである。
世紀の転 回点にあって,詩 人が最 も大 きな精神的危機を迎えた40才代に,
挫折 した革命 と高まる社会的不安の雰囲気の中で書かれた 『四つのゾア』
は,16)Blakeの詩人 としての歩みに とっての大きな転回点に当るものであ
った。そこには,Blake初期予言書群の諸象徴が渾然一体 となって流れ込
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み,よ り大 きな統一を目指 しつつ渦巻 きなが らも,ま とまった一つの統一
体 としては完成されず,続 く予言書群へ と流れ出していったのである。こ
あ未完の状 態故に,そ れは多 くの問題 を投げかけてきたのであるが,同 時
にまた未完状態にあることにおいて,そ れはBlakeの神話世界の特質 と目
指す方向性 とを示すのであり,詩人のヴィジョンのあ り方を雄弁に語って
いるのであ る。我々は一見失敗 ともとれるその状態に,後 の完成され,彫
版された 『ミル トン』や 『ジェルサレム』には見 られない詩 としての新た
な可能性 を見い出すのである。詩の最後で支配す るBlakeの"歓ばしい知
Sweet　Science"こそ,定め られた時空の枠組 という近代的知の虚構を超
えて,17)直線的語 りの支配から脱 しょうとす る知のあ り方に他ならない。
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